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学校名        福島県立視覚支援学校 

【学校の紹介】 

            所 在 地：〒960-8002 福島市森合町６－３４ 

☏ T E L：学校代表 ０２４－５３４－２５７４ 

✉E-mail：学校代表  fukushima-sb@fcs.ed.jp 

ホームページ：https://fukushima-sb.fcs.ed.jp 

設置学部 幼小学部（幼稚部令和５年４月開設）、中学部、 

高等部普通科、高等部本科保健理療科、専攻科理療科 

本校は、福島県で唯一、視覚に障がいのある方が学ぶ学校です。 

【学校の外観写真】 

 

 

 

 

 

 

 

【学校の学習活動について】       

幼小学部、中学部、高等部普通科   幼稚園、小学校、中学校、高等学校の学習内容を一人一人の 

視覚障がいに配慮した教材を用いて指導しています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高等部本科保健理療科、専攻科理療科 

あん摩・マッサージ・指圧師、はり師・きゅう師の 

国家資格取得と就労・経済的自立を目指した指 

導を一人一人の見え方に合わせて行っています。 

【地域支援センターの取組・紹介】 

地域支援センター 目の相談室 のびのび 

相談専用 ☏ T E L：０８０－７３４７－３９０８  

相談専用 ✉E-mail ：shien-gr@fcs.ed.jp 

【訪問相談・支援】 

・保育所・幼稚園、小・中学校、高校等へ訪問し、相談・支援を行っています。 

・県内４地区（須賀川市、会津若松市、南相馬市、いわき市）でサテライト教室的相談会 

「のびのびサポートクラブ」を開催しています。 

【来校相談・支援】 

・見え方の評価や視覚補助具の使い方の指導、点字の指導等を行っています。 

・職業や就労に関する相談を行っています。 

【小・中学生を対象に出前授業を行っています】 

視覚障がい当事者である本校教員が小・中学校へ出向き、全盲・弱視体験 

や点字体験等の出前授業を行っています。県内全域の小・中学校が対象 

です。これまで、総合的な学習の時間等で活用いただいています。 

視覚に障がいのある０歳から成人の方、また

各関係機関の方を対象に、相談支援を行っ

ています。 

 

単眼鏡 
単眼鏡は、約３０ｃｍ～数ｍ

先の対象物を見るための視覚

補助具です。学校では板書等

の遠方を見る時や、机上の資

料をみんなと一緒に見る時等

に使います。使用の際にはピン

トを合わせる必要があり、活用

には練習が必要です。 

 

寄宿舎  
小学部生から成人者まで幅

広い年齢層の児童生徒が、集 

団生活の中で一人一人に応じ

た生活支援を通して、社会自

立を目指し生活しています。 

 

 

 

 
 

親睦会の様子 

 

 

 

 

 

 

 

ゆめちゃん 

拡大読書器 
読み書きや手作業を支援す

るために、カメラやレンズを使

って対象物を拡大して表示す

る機器です。文字を大きくした

り、コントラストを調整したりす

ることで、見えづらい文字や画

像を読みやすくします。 

触察（しょくさつ） 
視覚障がいにより、目で見て

情報を得ることが難しいため、

両手でじっくり触って観察し、

情報を得るようにします。 

この写真は３Dとなっている

日本地図を読み取り、関東平野

の学習をしています。 
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